
 

 

 

 

 

１ 科目「保健」 

○ 実施内容 

・資料「けんけつ HOP･STEP･JUMP」を活用し、 

保健体育科教諭と血液センターの講師のティーム・ 

ティーチングで授業を実施 

○ 取組の工夫 

・講師と事前打合せを行い、生徒が献血に興味がもて 

るよう、「献血が行われている理由」及び「若者の 

献血者数の減少」を中心に、講義を行った。 

○ 実践の成果 

   

 

 

 

 

 

  ・アンケート結果から、生徒の献血に関する理解を深めることができた。 

 

２ 特別活動等「『献血に関する標語』の作成」 

○ 実施内容 

・ホームルームの時間に、各自で「献血に関する標語」を作成し、優秀作品はミニポスター 

にまとめ、校内に掲示した。 

・全員の作品を、次年度、札幌市で開催予定の「第 56 回献血運動推進全国大会『標語』『ポ 

スターデザイン』募集」の標語の部に応募した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「献血に関する標語」の作成・応募 

北海道小樽桜陽高等学校 

【生徒の感想】 

● 献血について、今までこれほど真剣に考えたことがなかったため、献血の大切さを知るよい機会と

なった。 

● 献血の大切さを理解できたが、それを標語の形でほかの人へ理解してもらうのが難しかった。 



 


